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修養団

心
を
磨
く
3
日
間
。

新
た
な
仲
間
と
、
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修
養
団
が
、

若
い
人
に
こ
そ
伝
え
た
い
こ
と

interview
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武田所長インタビュー

困
難
に
は
意
味
が
あ
る
と
受
け
止
め
、

「
い
つ
か
は
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

壁
が
あ
る
」
と
踏
ん
切
り
を
つ
け
る
こ
と

40年以上に渡り、修養団で数々の企業研修を経験し、現在
では所長を務められている武田数宏先生に、今、若者に伝
えたいことを伺いました。

生
き
て
い
れ
ば
、
誰
し
も
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
よ
ね
。
面
白
い
の
は
、
壁
が
あ
っ
て
乗

り
越
え
て
い
け
な
い
、
ぶ
ち
壊
し
て
い
け
な
い
っ

て
い
う
時
に
も
、
必
ず
自
分
が
、
ス
ポ
ッ
と
入
れ

る
小
さ
な
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
な
抜
け
道
が
近
く
に

あ
る
ん
で
す
。
そ
こ
を
通
り
抜
け
る
と
、
別
に
壁

に
ぶ
つ
か
ら
な
く
て
も
、
楽
に
向
こ
う
の
ス
テ
ー

ジ
に
行
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

で
も
、
そ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
く
と
、
い
つ
か
更

に
大
き
な
壁
が
で
き
る
、
つ
ま
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

な
き
ゃ
い
け
な
い
状
況
が
や
っ
て
き
ま
す
。
目

の
前
に
来
る
こ
と
は
、
い
つ
か
は
乗
り
越
え

な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
な
と
い
う
よ
う
に
、

踏
ん
切
り
を
つ
け
る
。

自
分
の
周
り
に
来
る
こ
と
は
な
ん
か
意
味
が

あ
る
ん
だ
な
っ
て
受
け
止
め
る
心
が
大
切
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。

登
山
を
し
て
、
八
合
目
ま
で
登
っ
た
人
が
、
二
合

目
ま
で
し
か
登
れ
な
い
人
に
、
ど
う
や
っ
て
山
の

素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
か
、
登
っ
て
も
ら
え
る
の

か
？
難
し
い
で
す
よ
ね
。
そ
の
時
に
は
、
八
合
目

ま
で
登
っ
た
人
が
、
二
合
目
ま
で
し
か
登
れ
な
い

人
に
、
こ
ん
な
素
敵
な
景
色
が
見
え
る
よ
、
こ
ん

な
こ
と
を
乗
り
越
え
た
ら
、
素
晴
ら
し
い
気
持
ち

が
体
感
で
き
る
よ
、
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
く

こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
八
合
目
で

待
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、二
合
目
ま
で
降
り
て
、

手
を
携
え
て
一
緒
に
行
こ
う
っ
て
、
協
力
す
る
と

い
う
か
、
背
中
を
押
す
と
い
う
か
。
先
輩
た
ち
が

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
躊
躇
し
て
し
ま
う
人
の
助
け
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
は
新
入
社
員
の
彼
ら

も
、
日
々
の
小
さ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
通
し
て
、
来

春
、
先
輩
に
な
っ
た
と
き
に
、
後
輩
を
勇
気
づ
け

る
姿
を
見
せ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

先
輩
社
員
が
導
く
こ
と



なぜ、伊勢で学ぶのか？
伊勢研修2024 佐藤芳直講座より

人事担当者の皆様の声
昨年受講生と共にご参加いただいた
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“美しさ” には、何か万民に共通する価値があるのだと思います。
これを、普遍性と言います。
書かれて 2000 年が経ち、未だにベストセラーである聖書も、
なぜ世界中の人々の心をつかんで離さないかと言えば、
そこに書かれているイエスキリストの人生が美しかったのだと思います。

トインビーという世界的歴史学者が、伊勢に来た時に有名な言葉を残しました。
トインビーは、伊勢にきて、普遍的価値を感じたと話しています。
世界中の宗教に繋がる神聖さをこの場所で感じると話した。
世界的歴史学者は、伊勢にこそ、世界的に共有されるべき価値があると話した。

日本の特徴は、世界最古の王朝と、世界最古の文明を持った国であるということ。

長いことが大切ですか？と言われることもありますが、長く歴史を持っていて、
それが今でも繋がっているということが大切です。
日本は、百年企業の数が世界でも突出して多い。
百年企業、二百年企業が多く、古い企業が増えても、、、。と日本の経営者は仰るのですが、
アメリカでは、百年企業をオーバーセンチュリーカンパニーと呼んで、
多くの企業が百年を超える経営を目指しています。

どのように、日本はこのような持続可能な社会を作ってきたのか。
そのヒントが、伊勢にはあると思うのです。
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職場では見られない社員の姿を知ることができた！

こんな研修を受けられる新入社員が羨ましい！

来年も、新入社員はもちろん参加させます。
私も一緒に受講したいくらいです！
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伊勢研修で伝えている
Five messages to be conveyed in Ise.
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5つのメッセージ
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伊勢で過ごす、3日間

なぜ、
伊勢で研修をするのか

働くとはどういうことか

若者の質問や悩みにも
丁寧に答えます·M�¸A¹º»¼³�ÏW����
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Three days spent in Ise.
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¯X½�°ªã���¦��­)Y ・あなたがされて嬉しいことをしなさい

・〇〇会社らしい振る舞いをしなさい

・良い感じで仕上げてね

・とりあえずやっておいてね

・積極的に動いてね
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コ
ロ
ナ
前
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・この言葉遣いをしたら相手を不快にさせてしまいますか？

・こんな時は、どのように対応したら失礼になりませんか？

・こういうシチュエーションではどうしたら良いですか？　等々
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コ
ロ
ナ
後

今後、働かなくても生きていける時代が来た時、
あなたは働くことを選択しますか？



何のために働くのか？

“仕事の目的を理解する”
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“同じ立場だからこそ、響き合い、高め合う”05
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心を育む研修
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人としての土台を育てる”
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